交野市　条例適用申請に対する処分個票
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担当部署:　福祉部 福祉総務課　
	処分の概要
	行為の許可(交野市庁舎管理規則第6条の準用)

	例規名
根拠条項
	交野市立保健福祉総合センター条例施行規則　第11条

	例規番号
	平成4年規則第12号

	【根拠条文】
(禁止行為等)
第11条　センターにおける禁止行為、その他センターにおける公務の円滑かつ適正な執行の確保に資するために必要な事項は、交野市庁舎管理規則(平成23年規則第13号)第5条から第9条までの規定を準用する。この場合において、同規則中「庁舎」とあるのは「センター」と読み替えるものとする。

【基準】
根拠条文で準用する交野市庁舎管理規則第5条、第6条の規定による。
(禁止行為)
第5条　庁舎においては、次の各号に掲げる行為をしてはならない。
(1)　面会又は寄附を強要する行為
(2)　乱暴な言動その他他人に嫌悪の念を抱かせる行為
(3)　正常な通行の妨害となる行為
(4)　凶器、爆発物その他危険物を庁舎に持ち込む行為
(5)　庁舎若しくは庁舎内の物件を汚損し、又はき損する行為
(6)　庁舎の美観を損なう行為
(7)　前各号に掲げるもののほか、庁舎における来庁者の安全を脅かし、又は公務の円滑な遂行を妨げる行為
(許可を必要とする行為)
第6条　庁舎において、次の各号に掲げる行為をしようとする者は、あらかじめ、市長の許可を受けなければならない。
(1)　市の機関以外の者が主催する集会を行う行為又はこれに類する行為
(2)　物品の販売、宣伝、勧誘その他これらに類する行為
(3)　公用を目的とするもの以外の広告物等を掲示し、配布し、若しくは回覧する行為、又は公用を目的とするもの以外の看板、立札類を設置する行為
(4)　テントその他の施設を設置し、又は物件を置く行為
(5)　旗、のぼり、幕、プラカードその他これに類するもの、拡声器、宣伝車等を所持し、又は持ち込む行為
2　市長は、必要があると認めるときは、前項の許可に条件を付すことができる。



	標準処理期間
	1日

	備考
	

	


	設定年月日
	平成24年6月30日
	最終変更年月日
	平成27年10月2日
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